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1. はじめに

　昨今，自動車業界の取り組むキーワードは 2つ。ぶつか
らない車として安全性を求めた ADAS（先進運転支援シス
テム），さらに自動運転。もう一つは，HV，PHV，EV，
FCVに代表される環境車である。
　この 2つの実現に伴い，電子部品である車載プリント配
線板もさまざまな要求に対して対応するため，進化し続け
なければならない。当社では，車載プリント配線板の進化
を推進し，お客様への提案を行っている。本稿ではこの
キーワードを取り巻く車載向けのプリント配線板の動向に
ついて述べる。

2. ADAS，自動運転技術への対応

　ADAS，自動運転の実現に向け，さまざまなセンサシス
テムや通信システムが検討されている。センサシステムと
しては単眼カメラ・ステレオカメラ・赤外線レーダ・ミリ
波レーダなどを用いており，オートクルーズコントロール
や，衝突防止を目的とした自動ブレーキ機能として実用化
されている。本稿では，多くのメーカが開発に注力してい
るミリ波レーダ，およびカメラモジュール用のプリント配
線板について述べる。
2.1	 ミリ波レーダ対応プリント配線板

　ミリ波レーダユニットには半導体チップを実装するため
のプリント配線板が使用される。この配線板には伝送損失
の低い材料が必要であることから，これまでセラミックス
材料が多く使用されていた。昨今，有機材料に於いてもセ
ラミックス同等以上の低誘電率／低誘電正接の高機能基材
が開発されている。このような代替環境が整いつつあるこ
とから，有機のプリント配線板を用いたミリ波レーダ用モ
ジュールが実現している。
　また，昨今ではアンテナ層の高周波対応材料と制御層の
FR－4材を一体化させた複合構造を採用した多層プリント
配線板が，コスト，最適設計，信頼性を兼揃えた主流構造
と成りつつある。図 1にその一例を示す。

2.2	 カメラモジュール対応プリント配線板

　車載向けカメラシステムも今までのビューカメラから，
他の機能と複合させるためのセンシングカメラとしての役
割が一般的となっている。カメラシステムの高機能化・小
型化に寄与するために，カメラモジュール向けにビルド
アッププリント配線板とリジッド・フレックスプリント配
線板が使用されている。
　特に，省スペース・小型化に対応するために，コネクタ
レスで複数のリジッド配線板と FPCを一体構造としたリ
ジッド・フレックス配線板は，自由な折り曲げ設計が可能
なことから筐体内への 3次元配置や低背化といった役割以
外にも，コネクタ接続のノイズ低減などに寄与できる高機
能プリント配線板として近年使用が増加している。
　リジッド・フレックス配線板の要求として使用用途によ
り 3つの構造が必要となる。1つ目は一般的な構造を持ち
汎用性の高い標準タイプがあり，2つ目は薄形タイプ（板
厚：0.2～0.3 mm）で，モバイル機器向けのカメラモジュー
ルやサブ基板に必要となる。そして，3つ目は車載機器に
対応する高信頼性タイプで，過酷な搭載環境に絶えうる高
信頼性を有しており，車載向けのカメラモジュールにも対
応できる。また，図 2はコストおよび設計に優位性があ
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図 1.　複合構造　多層プリント配線板

図 2.　セミフレックスタイプ　外観


